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河川維持管理計画について

１．河川の概要

計画的な維持管理及び維持管理の質の確保と維持管理に対する地域の理解促進を得るために、「河川維持管理計画」を策定し公表してい
ます。

２．河川維持管理上留意すべき事項

３．河川の区間区分

４．河川維持管理目標

５．河川の状態把握

６．具体的な維持管理対策

７．地域連携等

８．効率化・改善に向けた取り組み

河

川

維

持

管

理

計

画

＜公表：Ｈ２４年度４月公表＞

・河道内樹木 ・ゴミの不法投棄 ・堤防法面の弱体化 ・河床の変動

大野川水系河川維持管理計画

・河道流下断面の確保
・施設の機能維持（堤防、護岸、堰、樋門、導水路、河川利用推進施設、水文観測所など）
・河川区域等の適正な利用
・河川環境の保全と整備（低水流量、水質など）

【基本データ】

・基礎データの収集（水文観測、水質、洪水痕
跡）
・測量（河川縦横断測量、空中写真測量）

・河道の基本データ（河床材料調査、河道内樹
木調査など）

・河川環境の基本データ（河川水辺の国政調
査）
・観測施設・機器の点検
【堤防点検等の環境整備】
・堤防除草

【河川巡視】
・河川巡視（平常時・出水時）
【点検】
・出水期前、台風期、出水後等の点検
・地震後の点検

・機械設備・電気通信施設を伴う河川管理施設
の点検
・樋門等構造堤防の詳細点検
・許可工作物の点検
・河川カルテ（履歴情報）

・河川維持管理の目標と状態把握の結果に照らし、目標を達成するための機能が低下した際の対策や
措置の判断基準を記載。

・住民参加の河川清掃や堤防の刈草や伐採木のリサイクル、避難判断情報の提供、水辺の安全利用・
河川環境に関する情報提供、学校等が行う水防災教育の支援について記載。

・河川特性や背後地の土地利用等を考慮して区間区分を記載。

＜河川維持管理計画の位置づけ＞

「適確かつ効果的な河川維持管理とするよう、河川整備計画に沿って計画的に維持管理を
行うものとする。大河川においては、河川維持管理計画を作成するものとする。」

※河川砂防技術基準維持管理編（河川編）Ｈ２３年5月 国土交通省河川局から
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河川維持管理計画について

計画的な維持管理及び維持管理の質の確保と維持管理に対する地域の理解促進を得るために、「河川維持管理計画」を策定し公表してい
ます。

＜河川維持管理計画の位置づけ＞

「適確かつ効果的な河川維持管理とするよう、河川整備計画に沿って計画的に維持管理を行うものとする。大河川においては、河川維
持管理計画を作成するものとする。」

※河川砂防技術基準維持管理編（河川編）Ｈ２３年5月 国土交通省河川局から

■排水機場等の補修・更新等■堤防除草 ■樹木管理 ■水閘門現地一斉点検

■大分川・大野川安全利用点検

■法面補修 ■許可工作物等の出水期前点検

-2-



生物多様性国家戦略とは、生物多様性条約及び生物多様性基本法に基づく、生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する国
の基本的な計画です。

生物多様性国家戦略について

生きものたちの豊かな個性とつながりのこと。地球上の生きものは40億年という長い歴史の中で、さまざまな環境に適応して進化し、
3,000万種ともいわれる多様な生きものが生まれました。これらの生命は一つひとつに個性があり、全て直接に、間接的に支えあっ
て生きています。生物多様性条約では、生態系の多様性・種の多様性・遺伝子の多様性という3つのレベルで多様性があるとしてい
ます。

１．生物多様性とは

２．生物多様性国家戦略

【５つの基本戦略】･･･2020 年度までの重点施策
１ 生物多様性を社会に浸透させる
２ 地域における人と自然の関係を見直し、再構築する
３ 森・里・川・海のつながりを確保する
４ 地球規模の視野を持って行動する
５ 科学的基盤を強化し、政策に結びつける

第１の危機（人間活動や開発による危機）
第２の危機（自然に対する働きかけの縮小による危機）
第３の危機（人間により持ち込まれたものによる危機）
第４の危機（地球環境の変化による危機）

河川整備での基本的な考え方

平成９年の河川法改正により「河川環境の
整備と保全」が目的として位置づけられ、
河川全体の営みを視野に入れ、河川本来
が有している生物の生息・生育・繁殖環境
及び多様な河川景観を保全・創出するため
の川づくりを基本として河川整備や管理を
実施しています。

１．「多自然川づくり」 ２．基礎調査

河川水辺の国勢調査 水質調査

外来種対策 河川・湖沼などにおける水質の改善

３．その他

河川・湿地などの生態系の保全再生

ダムの整備などにあたっての環境配慮

総合的な土砂管理

河川などにおける清流の
確保

河川を活用した環境教育や自然体験
活動

など
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河川水辺の国勢調査

大分川・大野川の調査時期（過去１０年）

河川環境の整備と保全を適切に推進するため、河川の環境について定期的、継続的、統一的な河川に関する基礎情報の収集整備ための調査を行うものである。河
川水辺の国勢調査は「魚類調査」「底生動物調査」「植物調査」「鳥類調査」「両生類・爬虫類・哺乳類調査」「陸上昆虫類等調査」の 6項目の生物調査と、植
生図と瀬・淵や水際部の状況等、河川構造物を調査する「河川環境基図作成調査」、河川空間の利用者数などを調査する「河川空間利用実態調査」の計8項目の調
査が行われています。

調査目的

底生動物調査

魚類調査、河川環境基図作成調査
河川空間利用実態調査
河川空間利用実態調査

底生動物調査

鳥類調査

両生類・爬虫類・哺乳類調査

河川空間利用実態調査

魚類調査、河川環境基図作成調査
河川空間利用実態調査
底生動物調査

陸上昆虫類等調査

魚類調査、植物調査
河川環境基図作成調査
両生類・爬虫類・哺乳類調査

底生動物調査
鳥類調査
陸上昆虫類等調査

河川空間利用実態調査

魚類調査、植物調査、河川環境基図作成調査
河川空間利用実態調査

大分川

平成１９年度

大分川

大野川

大分川

大分川

大野川

大野川

大分川

平成１７年度

平成１８年度

平成２０年度
大野川

平成２６年度
大分川

大野川

大分川

大野川

大分川

大野川

大分川

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２５年度

調査頻度

空中写真による河川変遷 重要種の生態情報

河川環境マップ

河川環境情報図
１）全体図
２）広域図
３）区間図

概要書
１）大分川の概要
２）縦断分布
３）生物群集の特徴整理
４）流域毎の特徴
５）データ分析結果

調査対象

魚類

維管束植物(シダ植物及び種子植物)

家禽種・外来種を含むすべての鳥類

両生類・爬虫類・哺乳類

陸上昆虫類、真生クモ類

魚類調査

底生動物調査
水生昆虫類を主体とし、貝類、甲殻類、ゴカイ
類、ヒル類、ミミズ類等を含む底生動物

植物調査（植物相調査）

鳥類調査

両生類・爬虫類・哺乳類調査

陸上昆虫類等調査

生物調査

調査項目 調査対象

植生図

群落組成

植生断面

瀬・淵等

護岸及び河川横断工作物等

河川環境基図作成調査

調査項目

陸域調査

植生図作成調査

群落組成調査

植生断面調査

水域調査

構造物調査

調査実施の頻度

5年に1回

5年に１回

10年に１回

10年に１回

10年に１回

10年に１回

調査項目

生
物
調
査

魚類調査

底生動物調査

植物調査（植物相調査）

鳥類調査

両生類・爬虫類・哺乳類調査

陸上昆虫類等調査

調査実施の頻度調査項目

5年に1回

河
川
環
境

基
図
作
成

調
査

水域調査
構造物調査

陸域調査
植生図作成調査
群落組成調査
植生断面調査
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